
講習No.
U09
選択

教員としてのコミュニケーション能力を高める
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年8月6日（水）

主な受講対象者 幼稚園・小学校・中学校・高等学校教諭、養護教諭、栄養教諭

講習No.
U10
選択

ＮＩＥ・新聞活用講座
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年8月7日（木）

主な受講対象者 小学校・中学校教諭

備考 はさみ、スティックのりをご持参ください。

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

40人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 橋本　祥夫（臨床心理学部教育福祉心理学科准教授）担当講師

ＮＩＥ（教育に新聞を）について、学校教育におけるＮＩＥの意義や授業での新聞活用を解説します。また、各教科での
新聞活用の仕方・授業の方法などについてのワークショップ・演習を通して、日常の授業実践での新聞の活用方法
を探ります。現場の授業にすぐ役立つ内容です。

1限
９：００～１０：２０（８０分）

学校教育におけるＮＩＥの意義
学校教育におけるＮＩＥの意
義、学習指導要領における新
聞活用の位置づけについて
解説します。また、各教科にお
ける代表的な新聞活用例を紹
介します。

2限
１０：３０～１１：５０（８０分）

新聞活用ワークショップ
新聞を活用した授業をワーク
ショップ形式で体験します。グ
ループでディスカッションをし
たり、全体で意見交流をしたり
します。

3限
１２：５０～１４：１０（８０分）

新聞を活用した授業づくり・
教材作成演習１
グループによる協同で新聞を活用した授業づ
くりと教材作成の演習を行います。グループ
で教科、単元を設定し、各グループに配布され
た新聞を使って、教材を作成し、授業の計画を
立てます。グループで考えた授業プランは模
造紙にまとめます。演習を通して、新聞を授業
でどのように活用できるのかを考えます。

4限
１４：２０～１５：４０（８０分）

新聞を活用した授業づくり・
教材作成演習２
グループで考えた授業プラン
を発表し、交流します。各グ
ループの授業プランをもと
に、新聞を活用した授業実践
のポイントを解説し、日々の
授業実践での新聞の活用方法
を探ります。

5限
１５：５０～１６：３０（４０分）

まとめ・修了認定試験
本日の授業を踏まえた論述式
の筆記試験を実施します。

講習の概要

定員

150人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験 森川　知史（京都文教短期大学ライフデザイン学科教授）担当講師

教員のコミュニケーション能力を問う。コミュニケーションは、人間関係の始まり、関係の構築・維持・発展の全
てに関わる。児童・生徒、教員、保護者、地域との関係等、教員のコミュニケーション能力は重要で、求められるの
は、話し方だけでなく、聞き方、相手の受けとめ方、非言語の理解法等、多様だ。コミュニケーション能力が如何な
るものかを知り、自分の能力の問題点に気づき、自分のあり方を補正して行けるよう進めたい。

1限
9:00～10:30（90分）

コミュニケーション能力とは
コミュニケーションの能力が求めら
れる時代背景について。「コミュニ
ケーション能力」とは何か。

2限
10:45～12:15（90分）

記号的存在
ことばだけで行われるのではないコ
ミュニケーションの本質について。

3限
13:15～14:45（90分）

教員に求められる
コミュニケーション能力
コミュニケーションと人間関係の不
可分性について。

4限
15:00～16:30（90分）

まとめ・修了認定試験

講習No.
U11
選択

中学校と高等学校での学校事故への法的対処方法
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年8月7日（木）

主な受講対象者 中学校・高等学校教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

50人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師

近時学校現場では、児童・生徒が様々な事故に遭遇しています。この状況に教師が直面した場合に心がけていた
だきたい法的な事項があります。そこで、学校内で事故が発生した場合のスムーズな対処のために、具体的な事例
を用いながら講義を通じてこれらを解説します。

楪　博行（白鷗大学法学部教授・京都文教大学非常勤講師）

1限
9:00～10:30（90分）

学校トラブルにおける法律関係
学校の事故や事件で適用される民法
と国家賠償法についてお話しします。

2限
10:40～12:10（90分）

校内・校外授業でのトラブル
校内・校外授業で発生する事故や事
件に関する法的関係をお話しします。

3限
13:10～14:40（90分）

授業時間外・
放課後に発生するトラブル
授業時間外・放課後に発生する事故
や事件に関する法的関係をお話しし
ます。

4限
14:50～16:20（90分）

児童生徒間の暴行・
教師の加害行為によるトラブル・
修了認定試験
いじめや暴行、体罰やしごきによって
発生するトラブルの法的関係をお話
しします。この講義の最後に修了認定
試験40分（講義時間に含む）を行い
ます。

備考 講習No.U08と同様の構成ですが、それぞれ、主な受講対象としている学校種の事例に基づいた講習を行います。
勤務状況にあわせて講習をお選びください。特別支援学校にお勤めの方は、講習No.U08の受講をおすすめします。

講習No.
U12
選択

絵本、再発見
講習の開催地

宇治キャンパス

講習の期間 平成26年8月8日（金）

主な受講対象者 幼稚園・小学校（低学年）教諭

講習の概要

受講料 6，000円 対象職種 教諭
定員

24人
時間数

6時間
試験方法

筆記試験
担当講師

子どもに関わる媒体として、絵本はとても身近なものでしょう。講習では、一方的な読み手から解放され、改めて
絵本の魅力を再発見できる機会を提供したいと思います。臨床心理学的な視点を通して、いろいろな角度から
教育現場での絵本の効果的な活用法に迫ります。読み聞かせの実践も行います（幼稚園・小学校低学年向け）。
日頃から絵本が好きな方、絵本についてディスカッションをしたい方にご参加いただきたく思います。

三林　真弓（臨床心理学部臨床心理学科教授）

1限
9:00～10:30（90分）

絵とストーリーが生まれる
源泉を知る
描画法のひとつであるスクイグルを
体験し、創造する(想像する)力を養う。

2限
10:40～12:00（80分）

絵本について知識を深める
絵本について大脳生理学的・臨床心
理学的な観点からレクチュアを行う。
絵本作家がどのような意図で絵本を
作っているかを理解し、特に読み聞
かせをしてもらう子どもがどのよう
に絵本をみているのかについて理解
を深める。

3限
13:00～14:40（100分）

絵本の読み聞かせの実践
学内の図書館に移動し、絵本を選書す
る。２人ないしは３人で絵本の読み聞か
せの実践をおこなう。読み聞かせをし
てもらう側の立場に立つことで、普段
気づいていないことに気づくこと、さら
に読み聞かせを受講者同士で行うこと
で、普段の読み聞かせの良さあるいは
癖などに気づくことを目的とする。

4限
14:50～16:20（90分）

全体の振り返りと修了認定試験
全体を振り返っての質疑応答を行い、
本日の授業を踏まえた論述式の筆記
試験を受ける。

備考 「お気に入りの絵本」「受講者の皆さんに是非紹介したい絵本」がありましたら、ご持参ください。
あれば、で結構です。

受講料 6，000円 対象職種 教諭、養護教諭、栄養教諭
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